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広報委員の鈴木秀夫先生から暦のことなどで何か

書 くようにと御話があつた。暦については天文学教

室の方々が居られるのに素人の出る幕でもないと思

うので,以前,雑誌「数理科学」 (昭和49年 1月号 ,

その後「広瀬秀雄編・麿」としてダイャモンド社よ

り単行本になつた )に書いた駄文を若千変形して ,

暇つぶ じ用の話をさせて頂ぐ。主題は次の如きもの

である。いま一週間の長さを現行の如 く7日 としな

いでN日 とする,そ して,或る日付 (例えば1977年

1月 1日 )を第 1曜 日と定め,以下順に翌日を第 2

曜日,翌 々日を第 3曜 日,…・・・と定め,第 N+1日

からは元へ戻つて循環的に再び第 1曜 日,第 2曜 日,

……と定めて行 く。過去の日についても (グ ンゴリ

オ暦の起点たる1582年 10月 15日 までは )同様にして

曜日の番号を定めることl・
Cする。このとき,勝手な

「 YttMtt D日 」の曜日番号は どうなるか ? それ

を表わす簡単な式はみつかるであろうか ?―一 とい

うのが問題である。

注 1582年 10月 15日の前日はユリウス暦の最後の

日で,1582年 10月 4日 である。ついでながら1582年

は本能寺の変のあった年である。

例を若千述べよう。

例 1.N=7,普 通の七曜 (日 ,月 ,火,水,木 ,

金 ,土 )

例 2 N=10,い わゆる十千 (甲 ,乙,丙,丁 ,

成,己,庚,辛,壬 ,癸 )

例 3 N=12 いわゆる十二支 (子,丑 ,寅 ,卯 ,

辰,已 ,午,未 ,申 ,酉,成,亥 )

例 4 N=23,バ イォ リズム論 (?)での身体状

態 e)の変化の周期 (と称されている )

例 5 N=28,同 上,感情状態 0)の 変化の週期

夕16.N=33,同 上,知性状態 (1)の変化の週期

例 1～ 3では基準にとる日の曜日は慣行の ものが

あつて統一されている。例 4～ 6では,考察すべき

人の生年月日を第 1曜 日にとる。 (以下の P, S,

岩  堀 長  慶  (数学 )

Iの状態は正弦曲線に従うものとされているようで

ある。しかし人が体験する大小のショックによりP,

s, Iが どのようにずれるかの考察をバイオリズム

論では行つていないようである。)

さて,上述の問題の答はすこぶる簡単な式で与え

られる。 (証明は略す。上述の拙稿を参照されたい。)

YttM tt D日 の曜日を第A曜日とすると,次の式

が成り立つ。いまYの下 2桁の数字をyと し,XY― y)

/100を Cと する。 (従つてC+1が世紀を表わす
数である。)

365240+365y+30M+D+Ci〕 +〔Ψ 〕=ヽV

とかく,するとW+constを Nで割った余りがA
に等しい。

ただし記号 〔… 〕は・……の小数以下を切り捨てた

値を表わす。 (例えば 〔4,58〕 =4の如く。)const
の値は基準にとる日の曜日に応じて調整する定数値

で,Y,M,Dに は無関係である。もう一ついつて
かかねばならぬ重要なことは, 1月 2月はそれぞれ

前年の13月 14月 として上の公式を用いねばならなレも

例えば 1977年 1月 1日の (Y,M,D)は Y=1976

(従ってC=19,y=76),M=13,D=1で ある。
上述の公式はNの具体的な値に応じて簡約化され

るのが普通である。例 1～ 3については const の

値もきまるから,その簡約形を下に書いてみよう。

例 l Aは

① 20+y+中 +〔2驀量〕+卜 1
を 7で割った余り(A=0, 1,2… のときそれぞ

れ日,月 ,火,… )

夕膨 ,Aは

4C+CI〕 +5y+∈歩〕+〔Ψ 〕+D-1

を10で割つた余り (A=1, 2,… , 9, 0に応じ
てそれぞれ甲,乙,…,癸 )

例 3.Aは
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80+O+5y+印 +齢 ∈塾争
二
〕
・
D―「 3

を12で割つた余 り(A=1, 2,… ,11, 0に 応じ

てそれぞれ子,丑 ,…,亥 )

例 4.Y。鋼島月恥 日に生れた人の YttMtt D日 に

かけるPの値はWLwO+1を 23で割つた余りである。

(WOは (YO,MO,DO)でのWの値 )

上の公式がわかれば,これを一々計算 しないで図

表化して一ぺんに結果の早見ができる。例えば例 1

の図表化は次のようになる。

七 曜 表

例えば1898年 5月 10日 の曜日は, 5月 と10日の交

叉点にあるDを求め,1898年の真上の Dを左に辿つ

て火曜日となる。(閏年○印の 1月 2月 は月の欄の

①と②を使うものとする。)

例 3の図表化は次のようになる。
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